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診断困難な結節性紅斑様皮疹の一例
高野元昭
所謂皮下結節症は臨床像が多彩で，特に血管炎類
は病名も多く，典型的でないものは確診が困難であ
る。今回，結節性紅斑様皮疹の 1例を経験した。
症例
患者: 51才，男，商。昭和 33年 4月 8日初診。
既往歴: 20才台よりアフタ様苔および下痢の傾
向。戦時より頑固な白癖。 PC等薬物過敏性。 
現病歴: 昭和 31年春，イルガピリン注射で膿蕩
を生じた時，右膝外側に，暗紅色で，ほとんど無痛
性，鳩卵大の皮下結節 1個を触れ，以来同様な結節
は両下腿を中心lζ，時と所を変えて出没している。
秋口や，春先，全身倦怠iと遅れて発疹し，発熱，関
節痛，アフタ等を伴うことなく，また皮疹も一両日
痛むのみで，多発や化膿，破潰をみず， 10日以内
で，暗紫褐色色素斑を残して退縮するのを常とした
と~)う。初診の頃，慢性副鼻腔炎，同肩桃腺炎を指
摘され，また乙の前後に中心性網膜炎といわれ，き
らに 48才の時，亀頭冠l乙アフタ様小潰蕩を見Tこが，
後の二者はいずれも軽く，再発もない。昨年 11月 
17日，精査のため皮膚科入院。
現症: 口居乾燥。眼，口腔粘膜異常なし。舌と
両側扇桃腺iζ少量の白苔。胸部理学的所見は，心の
軽度左方拡大のほかは異常なし。腹部に腫癌，圧痛
なし。リンパ節は，両鼠径部に，雀卵大と鳩卵大の
ものを各側 1個触れ，圧痛なし。発疹は，右大腿と
下腿上部の各内側fL_，少し隆起し，境界不鮮明，鶏
卵大，弾性硬の暗紅色皮下結節を 2個，また左足関
節内側lとも，ほぼ同様の皮下硬結をみるが，圧痛は
ない。両下腿下半部は，体毛疎で，浮腫気味に緊満
し，所々に落屑や小陥凹を含む光沢ある暗紫褐色色
素斑をなし，両前腕にも，静注した 5個所fL_，指頭
大紅色結節が出来，一部は中心に小膿抱を持つが，
いずれも痛みはなし、。陰茎，陰嚢は正常。陰股部lζ 
頑癖あり。全JiW:爪肥厚， R[I:間に落屑あるも，菌糸は
証明されず。
検査所見: 血圧  174/108，血沈 1時間値 58'"'-'76。
血清梅毒反応(一〉。尿一般，沈盛正常。赤血球 473
万， Hb 96%，白血球 7100(好中球 49%， リンパ
球 42%，好酸球 4%，単球 5%)。血清蛋白 8.0，A/G 
0.78(対照 0.96)0ASLO 1660 CRP (叶〉。肝機能，
血清電解質，糖異常なし。 PSP正常。 Fischberg最
高 1020。血液，胆汁菌培養(一〉。他科的には，眼異
常なく，慢性歯根膜炎，同属桃腺炎，同副鼻腔炎，
萎縮性胃炎あり。胸部レ線像は，左室肥大以外異常
なし。
病理組織所見: 1.発生後約 24時間，圧痛ある前
腕伸側の小指頭大結節。真皮浅層の小血管に内皮細
胞の軽度膨化とリンパ球を主とした円形細胞浸潤。
真皮深層の弾性線維の断裂著明。 2.発生後数日，右
大腿内側の結節。基底層に軽度色素沈着。真皮浅層
は， 1と同様に小血管の反応性炎症像。 panniculitis
も認められる。
経過: 入院後 3日自民右大腿結節 1個。 7日目:微
熱を伴い右下腿下部前面lζ手大の有痛性硬結と間後
面に上行する索状硬結とをみたが，数日で自然治癒
に向った。 14日目右前腕に自然発生したふ結節を試
験切除。切除創の回復正常。 12月9日所用で退院。
結 び
皮疹の型から Behfet病を考えたが，長い経過，
進行性眼症状の欠如，粘膜疹のあり方などが疑問を
残す。一般に慢性炎症巣の存在が，血管病変性皮下
結節を来す例は多く，本態的，組織学的にも共通性
があるとされている。本例では，臨床経過，慢性感
染病巣の証明，組織所見から，病巣感染のー型も疑
われる。
